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文化芸術展♪ 

文化芸術展で全校合唱をするにあたって、３学年で歌うことは初めてだったので、限られた練習時間の中で１つの曲

を作り上げることの難しさを感じました。しかし、練習を重ねる中で、学年を超えて声を合わせることの心地よさを感じ

ながら、みんなで楽しく歌うことができました。本番の発表前には、とても緊張しましたが、たくさんの保護者や地域の

方々の前で堂々と歌うことができ、「附属中生全員でやり切った」という達成感を得られました。中学校では、新型コ

ロナウイルス感染症により、様々な制限がある中での学校生活が続きましたが、卒業を前に、全員で１つのものを作

り上げることの楽しさを感じることができて嬉しかったです。 

 

 

 
 卒業を迎えて 

   ３月15日（金）に附属中学校３年生（７期生）の40名が卒業式を迎えました。入学した頃は、新型コロナウイルス感染症の影

響が色濃くありました。しかし、徐々に日常が戻り、仲間とともに様々な体験を積み重ね、中学校生活を笑顔で終えることができま

した。特に３年生では学校行事や部活動のリーダーとして後輩をまとめ上げました。また、みらい楽では１、２年生での学びをもと

に、飽くなき探究心を持って活動を進め、堂々とした姿で研究発表会を締めくくることができました。７期生の様々なことに取り組

む姿勢や背中を見て、これからの後輩たちが、また新たな伝統を創っていきます。４月からも同じ学び舎で、次は「高校生」として、

後輩たちの頑張りを見守ります。 

 附属中学校での３年間は、あっという間に過ぎました。最初の頃は学級の雰囲気になじ

むことができませんでしたが、行事などで仲間と協力する経験を通して、少しずつ仲良

くなることができました。また、学習面では、友達と一緒に勉強することで苦手なことに

向き合い、共に高め合い、努力する習慣を身に付けることができました。附属中学校で

身に付けたたくさんの力を高校生になっても活かして、頑張っていきたいと思います。 

   

  ２月10日（土）、１１日（日）に福知山市厚生会館で「福知山高校・附属中学校 第１９回文化芸術展」が行われました。美術・

書写・家庭科の授業や文化部の活動で制作した作品や、みらい楽での研究成果などが展示されました。また、附属中学校によ

る合唱や吹奏楽部によるステージ発表が披露されるなど、日々の文化的活動を地域や保護者の皆様へ発信する場となりまし

た。特に合唱では、福高祭からさらにレベルアップしたハーモニーを響かせ、会場を訪れた方々の心に響く発表となりました。 
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生で色々な楽器を見たり、聞いたりして、貴重な経験ができました。演奏の中では、見たことが

ないくらい息づかいや体の使い方を工夫されていたので、プロの表現力に驚かされました。ク

ラシック音楽はあまり聞いたことがなかったのですが、興味を持つことができて良かったです。 

畠中陽世璃さん（福知山市立成仁小学校出身） 

 

みらい楽研究発表会 

【その他の班の活動テーマ】 

★地元を育て、笑顔を広げる宮福線

沿線の隠れた魅力探し 

★作物から見る地域活性化 

★地域の学力向上に向けて 

★Farmers tables × Fuzokuｃｈu  

１年生 

２年生 

３年生 

興味のあるテーマについて、統計を用いて明らかにしたことを発表しました。統計の取り方やグラフの活用法について

学んだことで、これから探究学習を進める上で必要な力を養うことができました。 

私は徳島県の大学進学率の男女差について発表しました。テー

マ選びから発表資料まで全て自分たちで準備を進める中で、仲

間と協力することの大変さや資料を作る難しさを実感しました。

発表会で保護者の前で話すにあたり、よりよい発表にしようとい

う気持ちで臨みました。高いレベルが求められましたが、みんな

の頑張りによって素晴らしい会になったと思います。 

 

僕たちのグループでは、規格外野菜の活用法を考え、規格外野

菜を利用してふりかけをつくるという企画を提案しました。企画を

考える途中で、目的が曖昧になってしまうこともありましたが、班

の人と話し合ったり、先生からアドバイスをもらったりして、納得の

いく企画を作り上げることができました。発表会は緊張しました

が、なんとか最後までやり切ることができました。来年度、実際に

活動していくときは、今回の提案の反省点を見直して改善できる

ようにしたいです。 

 

福知山市の課題を分析し、人々を幸せにする「しあわせプラン」を提案しました。プランの実行に向け、協力していただ

く方や幸せを届ける人について深く考え、「相手を想うこと」の大切さを学びました。 

文房具を景品として用意し・・・ 

６つのグループに分かれて、１年間、地域の課題解決に向けて行った取組の成果と課題を発表しました。様々な企業様

に御協力いただき、最後までやり切ることができました。ここでは、実践内容の一部を紹介します。 

ドッコイセ子ども大会出店 

余剰野菜を収穫 乾燥野菜に加工 味噌汁として販売 

売上金で文房具を購入・寄付 

★余剰野菜班【福福味噌汁】～地域の農家さんと連携～ 

★文房具班【文房具で地域の笑顔を描く】～地域の文房具店様と連携～ 
生徒感想 

・どの班もテーマに沿って様々な企

業に協力をお願いしたり、班のメン

バーで話し合いをしたりと成功に向

かって懸命に試行錯誤することがで

きていたと思います。 

・迷ったり、考えたり、喜んだり、たくさ

んあったみらい楽だったけれど、やり

切れてよかったなと思います。 

輪なげ＆くじ 

講師や保護者をお招きし、各学年が１年間の探究活動の成果を発表しました。 


